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調  査  名 上郷住宅地質調査(第1次)
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ボーリング名 No.3 調査位置 愛知県豊田市上郷地内 北  緯 35°0’24.9"

発 注 機 関 愛知県建設部建築局公営住宅課 調査期間 平成27年10月24日～27年10月26日 東  経 137°8’11.2"

調査業者名
株式会社アイコ

電話（0565-48-6048）
主任技師 中村　吉男

現　場
代理人

吉田　一也
コ　ア
鑑定者

吉田　一也
ボーリン
グ責任者

坂口　浩行

孔口標高
KBM

+1.270m
試 錐 機 ワイビーエム　YBM-05

ハンマー
落下用具

半自動落下

総掘進長 30.40m エンジン ヤンマー　TF90V-E ポ ン プ カノ　V6
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3.503.50-2.23

深度l=0.0～0.8mシルト混じり砂
主体。径φ=5～30mmの礫希に含む
。
\l=0.8～1.30m細～中粒砂を主体
とする。
\l=1.30m～シルト分を含むシルト
質細～中粒砂を主体とする。
\φ=2～30mmの礫を希に含む。
\l=2.5m以深は含水多くなる(含水
中～大位)。
\付近の試掘地点でφ=200～300m
mの巨礫あり(旧石垣？)。

盛
土

暗黄灰
～淡赤
褐～暗
褐

緩い
～非
常に
緩い

6.503.00-5.23

比較的均一なシルト。全体的に腐
植根を含むが最下部は多く含む(
腐植土質)。
\粘性大。

シ
ル
ト

暗灰
～暗
褐色

軟
ら
か
い

7.100.60-5.83

シルト分を多く含む粗～細砂。粒
子不均一。含水大位。

シルト
質粗砂

暗褐
色

7.800.70-6.53

シルト分を全体的に含むシルト質
細砂。粒子やや均一。腐植土希に
あり。
\φ=2～20mmの亜円礫点在。含水
中位。

シルト
質細砂 灰

中位
の

9.902.10-8.63

φ=2～30mmの亜円礫を所々に含む
粗～中粒砂。砂粒子やや不均一。
\シルト分を若干含む。含水中位
。

礫混じ
り粗砂

淡青
灰

中位
の

11.501.60-10.23

φ=2～30mmの亜円礫を主体に含む
シルト質砂礫(φmax=50mm)。
\P=30～40%。マトリックスはシル
ト分を多く含み、中砂を主体とす
る
\(粗～細砂を含む)。砂粒子やや
不均一。含水大位。

シルト
質砂礫

淡
青
灰

中
位
の

12.501.00-11.23

シルト分をやや含む粗～中～細砂
からなる。砂粒子不均一。φ=2～
5mm程度の
\礫を希に混入する(P<5%)。含水
中位。

シルト
混じり
粗砂

暗黄
褐

中位
の

16.604.10-15.33

φ=2～40mmの亜円礫を主体に含む
砂礫(φmax=50mm)。
\P=30～50%(下部になるにしたが
い礫率大)。
\マトリックスは中～細砂主体と
し粗砂も含む。若干シルト分あり
。
\含水中～小位。

砂
礫

淡黄
灰～
淡黄
褐色

非常
に密
な～
密な

18.101.50-16.83

中砂を主体とする(細～粗砂も含
む)。砂粒子やや均一。シルト分
若干含む。
\φ=2～15mmの亜円礫を希に混入
する。含水小～中位。

中
砂

淡黄
褐

密
な

19.901.80-18.63

φ=2～40mmの亜円礫を主体に含む
砂礫(φmax=50mm)。
\マトリックスは主に中～粗砂か
らなる。l=19.0m～は砂分優勢と
なる。
\含水小～中位。

砂
礫

淡
黄
褐

非常
に密
な

21.501.60-20.23

シルト分をやや含むシルト混じり
中～粗砂を主体とする。砂粒子や
や均一。
\φ=2～25mmに亜円礫みられ、所
々に礫簿層を挟在する。含水小位
。

シルト
混じり
中砂

淡黄
灰

密
な

23.702.20-22.43

φ=2～40mmの亜円礫を主体とする
砂礫(φmax=50mm)。
\P=30～50％(下部になるにしたが
い礫率大)。花崗岩のクサリ礫み
られる。
\マトリックスは中～粗砂を主体
とする。若干シルト分含む。
\下部は色調が淡赤褐色呈す。含
水中～小位。

砂
礫

淡黄灰
～淡赤
褐

非常
に密
な

24.901.20-23.63

シルト分を多く含むシルト質細砂
。砂粒子均一。一部酸化褐色化み
られる。
\全体的に固結度良く、特にl=24
5 は固結状を呈す 雲母片み

シルト
質細砂

淡黄灰
～淡赤
褐

中
位
の
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23.702.20-22.43

られる。
\マトリックスは中～粗砂を主体
とする。若干シルト分含む。
\下部は色調が淡赤褐色呈す。含
水中～小位。

砂
礫～淡赤

褐
に密
な

24.901.20-23.63

シルト分を多く含むシルト質細砂
。砂粒子均一。一部酸化褐色化み
られる。
\全体的に固結度良く、特にl=24
.5m～は固結状を呈す。雲母片み
られる。
\含水小位。

シルト
質細砂

淡黄灰
～淡赤
褐

中
位
の

25.700.80-24.43

全体的砂分(微細～細砂)を含む砂
質～砂混じりシルト。凝固状。
\所々で砂質優勢部あり。粘性中
位。

砂質シ
ルト

暗青
灰

硬い26.600.90-25.33

シルト分をやや含む中砂を主体と
する。砂粒子やや均一。
\一部に酸化褐色帯みられる。含
水小～中位。

シルト
混じり
中砂

淡黄
灰

中位
の

27.100.50-25.83

l=24.90～25.70mとほぼ同。最下
部砂質優勢。腐植物含。

砂質シ
ルト

暗青
灰

29.802.70-28.53

全体的に中～粗砂を主体とする。
砂粒子やや均一。シルト分若干含
む。
\上位との境界付近は、暗青灰色
呈し、シルト分やや多い。含水小
～中位。

中
砂

淡黄
灰

非常
に密
な30.100.30-28.83

凝固状を呈するシルト。一部やや
砂質優勢部あり。
\雲母片を含む。粘性中位。

シルト 暗灰

30.400.30-29.13

粗～細砂も含まれるが、中砂を主
体とする。砂粒子やや不均一。
\希にφ=2～5mmの礫を含む、若干
シルト分を含む。含水小～中位。

中
砂

暗
灰

非常
に密
な
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